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お父さんと一緒に…
  初めてのもちつき上手にできたよ！
　　　　　　　　　　　　( エンジョイ子育てにて )

お父さんと一緒に…
  初めてのもちつき上手にできたよ！
　　　　　　　　　　　　( エンジョイ子育てにて )

議会報告会を開催します



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
「
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち　

み
ほ
」
の
村
政
運
営
の
先
頭
に
立
ち
、
執
行
部
と
村
議
会
の

総
合
力
を
生
か
し
、
長
い
歴
史
が
育
ん
で
き
た
美
浦
村
の
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
と
も
に

歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
自
然

災
害
は
、
昨
年
も
日
本
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
台
風
、
噴
火
、
地
震
、
積
雪
等
次
々

と
猛
威
を
ふ
る
い
ま
し
た
が
、
災
害
が
い
つ
起
こ
る
か
推
定
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
村
で
は
、

想
定
外
の
有
事
に
も
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
な
る
べ
く
、
予
防
・
防
災
訓
練
等
を
住
民
の
皆
さ
ま

が
参
加
・
体
験
で
き
る
形
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
防
災
意
識
を
高

く
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
速
や
か
に
行
動
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
の
備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、
こ
れ
ま
で
安
倍
政
権
が
取
り
組
ん
で
き
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
功
を
奏
し
、
一
部
の

企
業
で
給
与
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
等
、
好
転
の
兆
し
が
見
受
け
ら
れ
た
一
方
、
中
小
企
業
や
一
般

家
庭
に
お
け
る
景
況
感
は
改
善
せ
ず
、
さ
ら
に
は
消
費
税
増
税
が
個
人
消
費
の
減
退
を
招
き
、
７
〜

９
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
が
減
と
な
る
等
、
先
行
き
不
透
明
な
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
衆
議
院
解
散
総
選
挙
は
、
こ
の
ま
ま
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
推
進
す
る
か

否
か
を
国
民
に
問
う
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
結
果
は
与
党
の
圧
勝
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
国
民
の
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島　
　

栄
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頭
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あ
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さ
つ
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「
現
在
の
路
線
を
継
続
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
思
の
表
れ
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
新
内
閣
に
は
そ
の

期
待
を
裏
切
る
事
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
等
、
山
積
す
る
諸
問
題
に
対
し

て
も
確
か
な
政
策
の
実
行
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

一
方
で
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
１２
月
３
日
に
は
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
５２
億
㎞
も
の
航
行
を
経
て
小
惑
星
か
ら
物
質
を
持
ち
帰
る
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
分
析
に
よ
り
生
命
の
起
源
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
が
日
本
時
間
の
１２
月
１１
日
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
行
わ

れ
、
日
本
人
で
は
「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）」
の
開
発
・
実
用
化
に
成
功
し
た
赤
崎
勇
教

授
、
天
野
浩
教
授
、
中
村
修
二
教
授
の
３
名
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
２２
人
と
な
り
ま
し
た
。
誇
ら
し
い
限
り
で
す
。

　

全
国
の
町
村
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
人
た
ち

が
守
っ
て
き
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
自
然
環
境
の
保
全
は
私
た
ち
が
担
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
が
手
を
携
え
、
主
体
的
・
自
立
的

に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が
基
礎
自
治
体
た
る
美
浦
村
の
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
。
霞
ヶ
浦
を
は
じ
め
と
し
た
、
美
浦
村
が
誇
る
自
然
豊
か
な
景
観
は
、
人
々
の
心
を
癒

し
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

国
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う
我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
に
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生
で
き
る
よ
う
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
成
本
部
」
を
内
閣
官
房
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
国
の
支
援
を
得
て
、
他
市

町
村
の
方
か
ら
羨
望
さ
れ
、「
美
浦
村
に
行
っ
て
み
た
い
」「
美
浦
村
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
、
特
色
あ
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
「
地
域
主
権
」
の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
自
ら
が
村
づ
く
り
に
参
加
さ
れ
、「
自
分

た
ち
の
村
は
、
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」
を
念
頭
に
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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び
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政
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を
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上
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、
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頭
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さ
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た
だ
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す
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し
た
国
の
支
援
を
得
て
、
他
市

町
村
の
方
か
ら
羨
望
さ
れ
、「
美
浦
村
に
行
っ
て
み
た
い
」「
美
浦
村
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
、
特
色
あ
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
「
地
域
主
権
」
の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
自
ら
が
村
づ
く
り
に
参
加
さ
れ
、「
自
分

た
ち
の
村
は
、
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」
を
念
頭
に
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
政
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
さ
ま
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
現
在
の
路
線
を
継
続
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
思
の
表
れ
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
新
内
閣
に
は
そ
の

期
待
を
裏
切
る
事
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
等
、
山
積
す
る
諸
問
題
に
対
し

て
も
確
か
な
政
策
の
実
行
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

一
方
で
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
１２
月
３
日
に
は
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
５２
億
㎞
も
の
航
行
を
経
て
小
惑
星
か
ら
物
質
を
持
ち
帰
る
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
分
析
に
よ
り
生
命
の
起
源
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
が
日
本
時
間
の
１２
月
１１
日
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
行
わ

れ
、
日
本
人
で
は
「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）」
の
開
発
・
実
用
化
に
成
功
し
た
赤
崎
勇
教

授
、
天
野
浩
教
授
、
中
村
修
二
教
授
の
３
名
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
２２
人
と
な
り
ま
し
た
。
誇
ら
し
い
限
り
で
す
。

　

全
国
の
町
村
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
人
た
ち

が
守
っ
て
き
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
自
然
環
境
の
保
全
は
私
た
ち
が
担
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
が
手
を
携
え
、
主
体
的
・
自
立
的

に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が
基
礎
自
治
体
た
る
美
浦
村
の
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
。
霞
ヶ
浦
を
は
じ
め
と
し
た
、
美
浦
村
が
誇
る
自
然
豊
か
な
景
観
は
、
人
々
の
心
を
癒

し
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

国
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う
我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
に
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生
で
き
る
よ
う
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
成
本
部
」
を
内
閣
官
房
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
国
の
支
援
を
得
て
、
他
市

町
村
の
方
か
ら
羨
望
さ
れ
、「
美
浦
村
に
行
っ
て
み
た
い
」「
美
浦
村
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
、
特
色
あ
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
「
地
域
主
権
」
の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
自
ら
が
村
づ
く
り
に
参
加
さ
れ
、「
自
分

た
ち
の
村
は
、
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」
を
念
頭
に
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
政
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
さ
ま
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

美
浦
ス
テ
ー
ク
ス
開
催

美
浦
ス
テ
ー
ク
ス
開
催

　

１２
月
１４
日
、
中
山
競
馬
場（
千
葉
県
）に
お
い
て
、
冬
の

澄
み
切
っ
た
青
空
の
も
と
、
「
美
浦
」
の
名
前
を
冠
し
た
競

馬「
美
浦
ス
テ
ー
ク
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
特
設
売
場
で
は
村
観
光
協
会
に
よ
り
美
浦
村
産

の
農
産
物
や
水
産
加
工
品
等
を
販
売
。
す
っ
か
り
お
馴
染

み
と
な
っ
た
よ
う
で
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
な
か
に
は

朝
早
く
か
ら
こ
れ
を
目
当
て
に
来
る

方
も
い
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

今
回
の
美
浦
ス
テ
ー
ク
ス
で
は
、

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
幸
運
に
も
抽

選
で
選
ば
れ
た
方
々
が
観
戦
さ
れ
る

前
で
、
マ
イ
ネ
ル
ミ
ラ
ノ
号
が
優
勝
。

村
か
ら
祝
い
品
と
し
て
、
ク
リ
ス
タ

ル
ト
ロ
フ
ィ
と
米
２
俵
が
関
係
者
そ

れ
ぞ
れ（
左
記
参
照
）に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

◎
優　

勝　

マ
イ
ネ
ル
ミ
ラ
ノ
号

◇
馬　

主　

㈱
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
ク
ラ

　
　
　
　
　

ブ
・
ラ
フ
ィ
ア
ン
さ
ん

◇
調
教
師　

相
沢
郁
さ
ん

◇
騎　

手　

戸
崎
圭
太
さ
ん

◇
厩
務
員　

荒
木
健
太
郎
さ
ん

◎
優　

勝　

マ
イ
ネ
ル
ミ
ラ
ノ
号

◇
馬　

主　

㈱
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
ク
ラ

　
　
　
　
　

ブ
・
ラ
フ
ィ
ア
ン
さ
ん

◇
調
教
師　

相
沢
郁
さ
ん

◇
騎　

手　

戸
崎
圭
太
さ
ん

◇
厩
務
員　

荒
木
健
太
郎
さ
ん

　

１１
月
６
日
、「
第
５３
回
茨
城
県

更
生
保
護
大
会
」
が
ノ
バ
ホ
ー

ル（
つ
く
ば
市
）に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

更
生
保
護
制
度
施
行
６５
周
年

記
念
と
な
る
今
大
会
。
こ
れ
ま

で
、
多
年
に
わ
た
り
更
生
保
護

事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
保
護
司

や
更
生
保
護
女
性
会
員
の
皆
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
、
美
浦
村
で
は

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茨
城
県
更
生
保
護

大
会
で
表
彰

茨
城
県
更
生
保
護

大
会
で
表
彰

《
保
護
司
》

▼
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会

　

委
員
長
表
彰　

　

石
橋
威
雄
さ
ん
（
大
山
）

　

殿
岡　

浩
さ
ん
（
大
谷
）

▼
茨
城
県
保
護
司
会
連
合
会
会

　

長
表
彰

　

小
澤
一
弘
さ
ん
（
大
谷
）

《
更
生
保
護
女
性
会
員
》

▼
水
戸
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　

武
田
雪
子
さ
ん
（
牛
込
）

▼
茨
城
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

　

会
長
表
彰

　

根
本
さ
ち
子
さ
ん
（
茂
呂
）

　１１月２２日、県立カシマサッカースタジアムにお
いて、「鹿島アントラーズＦＣフレンドリータウン
デイズ２０１４美浦村の日」が開催されました。
　この試合では美浦村在住・在勤・在学の方がご
招待またはご優待ということで、それに該当する
多くの方が家族を伴ってスタジアムを訪れ、Ｊ１
リーグ第３２節「鹿島アントラーズ対川崎フロンタ
ーレ」戦を観戦しました。また、スタジアム内に
設置された美浦村の特設ブース前では、村の特産
物等を求める方々で賑わっていました。

　１２月２日、村と美浦村歯科医師会および一般社
団法人茨城県南歯科医師会は、「災害時の歯科医療
救護についての協定」を締結し、村役場庁舎にお
いて協定書を取り交わしました。
　この協定を締結したことにより、災害時の被災
者の歯科医療救護について、統率のとれた指揮系
統に基づく適切な活動や迅速な医療チームの編成
・派遣等、避難者や被災者に対する医療レベルの
向上が期待されます。

カシマサッカースタジアムで
イベント「美浦の日」開催！
カシマサッカースタジアムで
イベント「美浦の日」開催！

  災害時の歯科医療救護
について協定を締結
  災害時の歯科医療救護
について協定を締結

使用済み「農ビ｣「農ポリ｣の適正回収を行います
村では、使用済み農業用ビニール・ポリエチレンの回収を(社)園芸いばらき振興協会に

委託して行っています。

申し込みのない方は、回収日でも排出
することができませんので、
ご注意ください。

広報みほ　平成２７年１月号 広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号
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花と緑の
　　環境美化コンクール
花と緑の
　　環境美化コンクール

　

１１
月
３
日
、
キ
ッ
ズ
☆
カ

ン
パ
ニ
ー
ｉｎ
み
ほ
産
業
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

□お問い合わせ先　美浦村商工会青年部☎８８５－２２５０□お問い合わせ先　美浦村商工会青年部☎８８５－２２５０

・２月８日　茨城県商工会青年部連合会
　　　　　　「絆プロジェクト２０１５」
・２月２８日　第９回ＭＩＨＯカップリングパーティー

《１月・２月の活動予定》《１月・２月の活動予定》

美浦村商工会青年部だより美浦村商工会青年部だより

◎
茨
城
新
聞
社
長
賞

　

牛
込
根
本
太
洋
ク
ラ
ブ

◎
大
好
き
い
ば
ら
き

　

県
民
会
議
理
事
長
賞

　

土
浦
老
人
ク
ラ
ブ

◎
感
謝
状

　

山
王
福
寿
会

お知らせ

広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号

～ 大輪先生からのご報告 ～

木原小学校で
　　　「キッズカンパニー」
木原小学校で
　　　「キッズカンパニー」

　木原小学校では、昨年度からキャリア教育の一
環として、「キッズカンパニー」という活動に取り
組んでいます。
　キッズカンパニーでは、６年生児童５６名が自分
たちで４つの会社を設立し、材料の栽培、商品の
開発、製造、販売といった一連の活動を通して、
働くことの疑似体験をしました。
　児童は、ピースクラブさんの指導のもと、下学
年にも協力してもらって学校の隣に借用した畑に
商品の材料となるサツマイモを栽培。商品の開発
には食生活改善協議会の皆さんからアドバイスを
いただき、商品を短時間で作る作業では保護者の
皆さんにご協力いただきました。また、会社運営
に必要な費用を銀行役の村商工会青年部から実際
に融資を受け、会社経営のイロハも教えていただ
きました。そして、みほ産業文化フェスティバル
と校内学習発表会では会社ごとに出店し、児童は
声を上げて一生懸命に商品の販売を行いました。
　この活動全体を通して、地域の様々な方に協力
をお願いし、地域とのつながりを意識した取り組
みができ、地域の中で生きる大人に学び、地域を
支えることの素晴らしさを感じ、働くことの大切
さや大変さ、苦労してお金を得ることの喜び・尊
さを学ぶことができました。
　今回、売上の一部（１７，６１０円）を所得税という
形で村に納るため、各社を代表して４名の社長が
村長にお会いし、手渡すことができました。

　大好きいばらき県民会議主催の「第４２回花と緑
の環境美化コンクール」中央表彰式が、１２月１日
水戸市の水戸プラザホテルで行われ、牛込根本太
陽クラブが団体・職場の部で「茨城新聞社長賞」、
地域の部では土浦老人クラブが「大好きいばらき
県民会議理事長賞」を受賞しました。
　また、平成２１年度に花と緑の環境美化コンクー
ルで「茨城県知事賞」を受賞し、平成２２年度から
平成２６年度までの５年間、「花と緑の県民運動」の
モデル指定として花壇づくりにご尽力いただいた
山王福寿会には、感謝状が贈呈されました。
　「花づくりは人づくり」花いっぱい運動で潤い
のある豊かな地域づくりの輪がますます広がって
ほしいですね。
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方
、
就
職
し
た
会
社
で
前
職
の
収
入
を

　

含
め
た
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

　

等
、
所
得
税
が
清
算
さ
れ
て
い
な
い
方

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方

・
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
方

＊
給
与
以
外
の
所
得
が
２０
万
円
以
下
の
場

　

合
は
確
定
申
告
は
不
要
で
す
が
、
住
民

　

税
申
告
は
必
要
で
す
。

◇
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で

　

次
に
該
当
す
る
方

・
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
の
み
の
方
で
、

　

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」に
記
載

　

さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各
種
控
除
の

　

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

＊
日
本
年
金
機
構
等
の
年
金
保
険
事
業
者

　

に
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
な
か

　

っ
た
方
が
扶
養
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

　

る
場
合
に
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

・
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
に
所
得

　

が
あ
る
方

＊
公
的
年
金
等
の
収
入
額
合
計
が
４
０
０

　

万
円
以
下
で
、
そ
れ
以
外
の
所
得
が
２０

　

万
円
以
下
の
場
合
は
確
定
申
告
は
不
要

　

で
す
が
、
住
民
税
申
告
は
必
要
で
す
。

◇
事
業
所
得（
農
業
・
営
業
等
）や
不
動
産

　

所
得
、配
当
所
得
、雑
所
得
等
が
あ
る
方

◇
医
療
費
控
除
、
雑
損
控
除
等
を
受
け
よ

　

う
と
す
る
方

◇
収
入
が
な
く
て
も
住
民
税
申
告
が
必
要

　

な
方
（
収
入
ま
た
は
所
得
０
の
申
告
）

・
所
得
や
扶
養
等
の
状
況
に
制
限
の
あ
る

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
た
め
、
そ

　

れ
に
関
す
る
証
明
等
を
必
要
と
す
る
方

＊
申
告
書
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
非

　

課
税
証
明
書
等
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

　

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

＊
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

　

保
険
料
の
課
税
や
軽
減
、
高
額
療
養
費

　

の
適
用
等
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
医
療
福
祉
制
度
（
マ
ル
福
）
や
児
童
扶

　

養
手
当
等
を
受
給
さ
れ
る
方

《
受
付
時
間
》
※
役
場
開
庁
は
午
前
８
時

◎
午
前
の
部　

午
前
８
時
〜
１１
時

　

（
申
告
相
談
開
始
は
午
前
８
時
４５
分
〜
）

◎
午
後
の
部　

午
前
１１
時
〜
午
後
４
時

　

（
申
告
相
談
開
始
は
午
後
１
時
３０
分
〜
）

　

午
前
の
部
の
受
付
は
、
時
間
の
関
係
上

　

５０
人
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
午
前
１１
時
前
の
受
付
で
も
５１
人
目
以
降

　

は
午
後
の
部
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

《
受
付
場
所
・
方
法
》

　

役
場
東
側
階
段
の
２
階
正
面
に
備
え
付

け
の
受
付
簿
に
名
前
を
記
入
し
、
２
階
食

堂
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

《
申
告
相
談
会
場
》

　

役
場
庁
舎
２
階
会
議
室

◇
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

・
勤
務
先
の
事
業
所
か
ら
「
給
与
支
払
報

　

告
書
」
が
美
浦
村
に
送
付
さ
れ
な
い
方

・
年
の
途
中
で
退
職
後
就
職
し
な
か
っ
た

申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
方

〜
平
成
２６
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
住
民
税
（
平
成
２７
年
度
課
税
分
）
の
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
〜

所
得
税
の
確
定
申
告
と
村
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

▼
２
月
１６
日
（
月
）
〜
３
月
１６
日
（
月
）　

※
土
、日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
２２
日
（
日
）
の
午
前
中
は
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
２
月
１６
日
（
月
）
〜
３
月
１６
日
（
月
）　

※
土
、日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
２２
日
（
日
）
の
午
前
中
は
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の
算
定

に
加
算
さ
れ
る
た
め
、
確
定
申
告
お

よ
び
住
民
税
申
告
の
際
に
は
、
必
ず

年
少
扶
養
親
族
に
つ
い
て
も
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
や
申
告
に
お
い
て
自
己

の
扶
養
者
と
し
た
方
の
所
得
金
額
が

３８
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
扶
養

控
除
を
外
す
た
め
の
申
告
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
同
一
の
扶
養
者
を
家
族

内
等
で
重
複
し
て
扶
養
者
と
し
て
い

る
場
合
も
、
そ
の
扶
養
者
を
自
己
の

扶
養
者
と
す
る
一
人
以
外
は
扶
養
控

除
を
外
す
た
め
の
申
告
が
必
要
で
す

の
で
、
扶
養
者
の
所
得
金
額
お
よ
び

家
族
内
等
で
の
扶
養
者
の
内
訳
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

扶
養
者
の
所
得
お
よ
び
重
複
に

つ
い
て
確
認
を
！

扶
養
者
の
所
得
お
よ
び
重
複
に

つ
い
て
確
認
を
！

年
少
扶
養
親
族（
１６
歳
未
満
）が

い
る
と
き
は
申
告
を
！

年
少
扶
養
親
族（
１６
歳
未
満
）が

い
る
と
き
は
申
告
を
！
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竜
ケ
崎
税
務
署
で
申
告
す
る

　
　
　

所
得
・
損
失
・
控
除
等

所
得
税
の
確
定
申
告

消
費
税
の
確
定
申
告
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▼
２
月
１６
日
（
月
）
〜
３
月
１６
日
（
月
）　

※
土
、日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
２２
日
（
日
）
の
午
前
中
は
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

扶
養
者
の
所
得
お
よ
び
重
複
に

つ
い
て
確
認
を
！

年
少
扶
養
親
族（
１６
歳
未
満
）が

い
る
と
き
は
申
告
を
！

広報みほ　平成２７年１月号77

申
告
の
際
に
必
要
な
も
の

医
療
費
控
除
の
申
告

・
印
鑑

・
申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
番
号

　

等
が
わ
か
る
も
の
（
口
座
引
落
に
よ
る

　

納
税
や
還
付
金
の
手
続
に
必
要
で
す
）

・
源
泉
徴
収
票
（
給
与
･
年
金
等
）
、
支
払

　

調
書
等
、
収
入
の
額
が
わ
か
る
も
の

・
事
業
所
得
、農
業
所
得
、不
動
産
所
得
等

　

を
申
告
さ
れ
る
方
は
収
支
内
訳
書
（
収

　

支
内
訳
書
用
紙
は
税
務
署
、
役
場
税
務

　

課
に
あ
り
ま
す
）

＊
収
支
内
訳
書
は
、
帳
簿
、
領
収
書
等
を

　

整
理
・
集
計
し
て
申
告
前
に
作
成
し
、

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
社
会
保
険
料
等
の
支
払
証
明
書
（
健
康

　

保
険
料
、国
民
健
康
保
険
税
、国
民
年
金

　

保
険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
）

・
一
般
生
命
保
険
料
、
介
護
医
療
保
険
料
、

　

個
人
年
金
保
険
料
、
地
震
保
険
料
の
控

　

除
証
明
書

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、
領
収
書

　

や
控
除
額
を
証
明
で
き
る
も
の
、
保
険

　

金
等
に
よ
る
補
て
ん
額
が
わ
か
る
も
の

　

ご
自
身
ま
た
は
同
一
生
計
の
ご
家
族
の

た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
は
、

次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
額
を
医
療

費
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
（
イ－

ロ
）－

ハ
＝
医
療
費
控
除
額

　

イ

：

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

　
　
　

合
計
額

　

ロ

：

保
険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

　

ハ

：「
１０
万
円
」ま
た
は
「
所
得
金
額
の

　
　
　

合
計
額
の
５
％
」
の
う
ち
、少
な
い

　
　
　

方
の
金
額

◇
申
告
に
必
要
な
も
の

・
医
療
費
の
領
収
書

＊
診
療
を
受
け
た
人
、
病
院
・
薬
局
ご
と

　

に
整
理
（
領
収
の
日
付
が
平
成
２６
年
中

　

で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
）
し
、
事
前

　

に
金
額
を
集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
金
等
か
ら
医
療
費
に
補
て
ん
さ
れ

　

た
金
額
が
あ
る
場
合
は
、
補
て
ん
額
の

　

わ
か
る
書
類

　
　

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

◇
問
合
せ　

役
場
税
務
課
☎
８
８
５

－

０

　

３
４
０
内
線
１
０
９
･
１
２
０

　

確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
ご
来

場
の
際
に
は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
税
務
署
の
敷
地

内
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
出
入
り
時
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◎
確
定
申
告
書
は
自
宅
で
作
成
で
き
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.

　

n
ta.g
o
.jp

）
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

　

ー
ナ
ー
」
で
、申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
後
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
申
告

　

書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
税
務
署

　

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
の
受
付
期
間
】

・
２
月
１６
日（
月
）〜
３
月
１６
日（
月
）

【
税
務
署
の
開
庁
時
間
】　

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
３０
分

　

〜
午
後
５
時

【
日
曜
日
の
相
談
・
受
付
】

　

税
務
署
で
は
、
２
月
２２
日（
日
）、
３
月

１
日（
日
）も
確
定
申
告
の
相
談
・
受
付
等

を
行
い
ま
す
。（
現
金
納
付
は
受
付
不
可
）

【
開
庁
時
間
以
外
の
申
告
書
の
提
出
方
法
】

・
税
務
署
の
時
間
外
文
書
収
受
箱
（
夜
間

　

文
書
収
受
箱
）
へ
の
投
函

・
郵
便
ま
た
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
（
日

　

付
印
の
表
示
日
が
提
出
日
）

・
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

　

シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
送
信

【
復
興
特
別
所
得
税
つ
い
て
】

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
際
に
、
申

告
書
へ
の
復
興
特
別
所
得
税
額
の
記
載
漏

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
復
興
特
別
所
得
税
は
、
平
成
２５
〜
４９
年

　

分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
は
、
所
得

　

税
と
併
せ
て
申
告
お
よ
び
納
付
を
す
る

　

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が

５
％
か
ら
８
％
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
平
成
２６
年
分
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に

は
、
帳
簿
等
に
お
い
て
課
税
取
引
を
事
前

に
平
成
２６
年
１
月
〜
３
月
ま
で
と
４
月
１

日
以
降
に
区
分
し
、
そ
れ
を
基
に
計
算
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
経
過
措
置
に
よ
り
平
成
２６
年

４
月
１
日
以
降
の
取
引
で
あ
っ
て
も
改
正

前
の
税
率
（
５
％
）
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
　

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

◇
問
合
せ　

竜
ケ
崎
税
務
署
☎
０
２
９
７

　

－

６
６

－

１
３
０
３（
自
動
音
声
案
内
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

竜
ケ
崎
税
務
署
で
申
告
す
る

　
　
　

所
得
・
損
失
・
控
除
等

竜
ケ
崎
税
務
署
で
申
告
す
る

　
　
　

所
得
・
損
失
・
控
除
等

　

申
告
分
離
課
税
制
度
の
所
得
（
土

地
建
物
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得
、
配

当
所
得
等
）
お
よ
び
損
失
控
除
･
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
あ
る
確
定

申
告
ま
た
は
青
色
申
告
に
つ
い
て
は
、

竜
ケ
崎
税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
収
受
箱
へ
の
投
函
ま
た
は
郵
便
・
信
書

　

便
で
提
出
の
際
、
税
務
署
の
収
受
日
付

　

印
の
あ
る
控
え
が
必
要
な
場
合
は
、
申

　

告
書
等
の
控
え
の
ほ
か
、
切
手
を
貼
付

　

し
た
返
信
用
封
筒
（
宛
名
を
記
入
し
た

　

も
の
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

収
受
日
付
印
の
押
印
は
収
受
の
事
実
を

　

確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
を
証
明

　

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

消
費
税
の
確
定
申
告

消
費
税
の
確
定
申
告
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水
の
惑
星
輝
く
地
球
早
く
止
め
た
い
温
暖
化　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

嫁
ぎ
行
く
娘
が
別
れ
に
活
け
る
母
を
泣
か
せ
た
水
仙
花　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

赤
く
燃
え
た
は
昨
日
の
紅
葉
今
日
は
冷
た
い
水
に
散
る　
　
　
　

篠
原
美
千
代

貴
方
酔
わ
せ
た
水
割
り
よ
り
も
シ
ャ
ツ
の
移
り
香
気
に
か
か
る　
　

山
﨑
笑
子

日
本
映
画
の
名
優
ふ
た
り
黄
泉
の
水
辺
で
何
語
る　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

霞
浦
の
水
面
が
茜
に
染
ま
り
仰
ぐ
筑
波
嶺
暮
れ
な
ず
む　
　
　
　

小
薗
江
久
美

初
の
出
勤
水
仙
活
け
て
女
ら
し
さ
の
事
務
机　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

朝
な
夕
な
に
富
士
山
見
え
て
庭
の
水
仙
香
り
た
つ　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

手
術
無
事
終
え
戻
っ
た
部
屋
に
香
る
水
仙
生
き
生
き
と　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

羽
を
休
め
て
湖
水
に
浮
か
ぶ
優
雅
白
鳥
目
に
と
ま
る　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

蓮
根
掘
る
人
ホ
ー
ス
の
水
を
天
に
放
っ
て
一
休
み　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

霞
浦
の
水
面
に
姿
を
写
す
秋
の
色
増
す
筑
波
山　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

胸
の
つ
か
え
も
す
っ
き
り
水
に
と
け
て
明
る
い
老
い
の
朝　
　
　
　

本
橋
清
湖

可
憐
水
仙
寒
さ
に
耐
え
て
匂
仄
か
に
美
し
く　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

神
戸
被
災
地
皇
后
さ
ま
の
祈
り
水
仙
手
向
け
ら
れ　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

水
の
流
れ
に
逆
ら
い
生
き
る
そ
れ
も
生
き
方
応
援
歌　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

雪
や
寒
さ
も
日
だ
ま
り
受
け
て
咲
い
て
水
仙
春
近
し　
　
　
　
　

関
根
ヒ
デ
子

浮
世
離
れ
た
仙
人
さ
え
も
戦
火
絶
え
な
い
世
を
嘆
く　
　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

霞
浦
の
守
り
の
水
天
宮
は
師
走
風
受
け
遠
め
が
ね　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

　
独
り
居
は
閑
か
す
ぎ
ま
す
聖
夜
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

走
り
根
の
か
く
る
る
ば
か
り
冬
落
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

門
先
の
垣
根
に
潜
む
龍
の
玉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

煮
大
根
旨
く
煮
え
て
も
一
人
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
洋
子

豊
作
に
満
ち
る
幸
せ
白
ご
は
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

白
菜
漬
お
い
し
き
季
と
な
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

終
活
へ
募
る
思
ひ
の
年
用
意　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

鴨
降
り
て
小
さ
く
な
り
し
今
日
の
沼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

愚
痴
を
消
す
句
帳
と
な
り
ぬ
日
記
買
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

暮
迫
る
捨
て
る
つ
も
り
が
又
仕
舞
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

大
根
引
く
は
に
か
む
男
の
子
鶏
冠
髪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

冬
夕
焼
消
え
て
静
か
に
暮
る
る
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

み　

ほ　

文　

芸

み　

ほ　

文　

芸

十
二
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

と

さ

か

は

す

ね

も

み

じ

し
ず

と
き

つ
の

ほ
の

よ　

み

お

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
水
・
仙｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

国民健康保険

◎
高
額
療
養
費
の
支
給

◎
交
通
事
故
等
の
と
き

◎
葬
祭
費

◎
出
産
育
児
一
時
金

◎
療
養
費
の
支
給

村
へ
の
申
請
が
必
要
な
給
付

２０１５年 農林業センサス

　平成２７年２月１日実施

広報みほ　平成２７年１月号 広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号

ひ
つ
じ

む
ね

お
だ
や
か

め

い

め

い

「
で
き
る
こ
と
を
」

　
　
　
　
　

松
山　

和
子

　

お
正
月
気
分
も
抜
け
始
め
、
そ

ろ
そ
ろ
気
持
ち
を
切
り
替
え
た
い

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

昨
年
１２
月
６
日
、
村
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
て
「
知
恵
で
生
き
る
力

を
…
歌
で
生
き
る
意
欲
を
…
」
と

防
災
セ
ミ
ナ
ー
×
シ
ャ
ン
ソ
ン
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
美
浦
村
女
性

行
政
推
進
協
議
会
の
主
催
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
に
つ
い
て
、
講
師
の

方
か
ら
「
私
た
ち
に
も
で
き
る
災

害
時
応
急
処
置
」
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
自
主

防
災
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
知
り
、

身
近
に
あ
る
「
で
き
る
こ
と
」
を

や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
け
る
安
否
確
認
に

必
要
な
自
分
メ
モ
・
家
族
メ
モ
の

作
成
や
、
非
常
時
の
持
ち
出
し
品

一
覧
等
を
書
き
と
め
て
お
く
こ
と
、

各
家
庭
で
最
低
限
必
要
な
食
糧
・

飲
料
水
の
長
期
保
存
可
能
な
も
の

を
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

　

応
急
処
置
と
し
て
は
、
止
血
方

法
を
そ
の
場
で
行
っ
て
く
だ
さ
り
、

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
・
日
本
手
ぬ
ぐ
い

を
使
っ
て
の
処
置
も
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
時
に
大
切

な
心
構
え
と
し
て
、「
ま
ず
は
あ
わ

て
な
い
こ
と
・
身
を
守
る
こ
と
・

情
報
を
正
確
に
知
る
こ
と
・
そ
し

て
、
た
め
ら
わ
ず
に
避
難
す
る
こ

と
」
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
後
は
、
シ
ャ
ン
ソ

ン
の
歌
声
と
軽
や
か
な
ピ
ア
ノ
伴

奏
、
心
和
む
ト
ー
ク
で
午
後
の
ひ

と
と
き
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

羊
ど
し
、
個
々
が
身
を
守
り
、

助
け
合
い
、
和
な
日
々
を
過
ご
せ

ま
す
よ
う
に
、
妻
と
し
て
、
女
性

と
し
て
、
心
に
や
さ
し
さ
の
糸
を

つ
む
ぐ
。

共に輝くみほの会

男女がともに
輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに
輝くためために

男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？
男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？

美浦村女性行政推進協議会（共に輝くみ
ほの会）では、活動を共にできる会員を
募集しています。（男性の入会も可）

　お問合せ　役場企画財政課
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お問合せ
福祉介護課介護保険係

介護保介護保険

身体障害者手帳・知的障害者手帳をお持ちでない場合でも、要介護認定により、障がい者（重度）に準ずる
高齢者の方は障害者控除を受けることができます。この場合、介護保険用の「主治医意見書」により、障が
い者控除を受けるための認定書を発行しますので、詳しくは役場福祉介護課へお問い合わせください。

おむつの使用が必要であることについて、医師が発行した「おむつ使用証明書」を領収書とともに提出する
ことにより、医療費控除の対象となります。なお、次のすべての要件に該当する方については、村が発行
する「確認書（無料）」を「おむつ使用証明書」に代えることができます。

・おむつ代について医療費控除を受けるのが２年目以降。
・要介護認定を受けている。
・要介護認定で使用された主治医意見書の作成日が、おむつを使用した当該年（認定期間が１３カ月以上の
　人は当該年またはその前年）であること。
・要介護認定で使用された主治医意見書の「（寝たきり度）が『Ｂ１、Ｂ２、Ｃ１またはＣ２』」と記載されて
　いて、なおかつ「尿失禁の発生可能性が『あり』」であること。

介護サービスや介護予防サービスを利用したときの自己負担額は、その一部または全額が医療費控除の対
象となる場合があります。なお、医療費控除を受ける際には、事業者発行の領収書が必要になります。

　介護保険料や、介護サービスを利用した際にかかる費用等の一部は、「所
得税の確定申告」および「村県民税の申告」の際に所得控除の対象となり
ます。控除の種類、申告に必要な書類等は次のとおりです。

次の書類を提出することによって、社会保険料控除の対象となります。

・普通徴収（窓口支払い・口座振替）によってお支払いいただいた介護保険料については、領収書（口座振替
　の方は、役場収納課にて証明書を無料で発行します）。
・特別徴収（年金天引き）によってお支払いいただいた介護保険料については、年金の源泉徴収票（１月下旬
　に日本年金機構または共済組合から送付されます）。

対象となるサービス 医療費控除の対象になる額

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
地域密着型介護老人福祉施設

介護老人保健施設（老人保健施設）
介護療養型医療施設（療養病床等）

②訪問介護（生活援助中心型を除く）、訪問入浴介
護、通所介護、認知症対応型通所介護、短期入所生
活介護（ショートステイ）

①居宅療養管理指導、訪問看護、訪問リハビリテー
ション、通所リハビリテーション、短期入所療養介
護（介護老人保健施設または介護療養型医療施設で
のショートステイ）

・自己負担額（介護サービス費用の１割）
・滞在費（居住費）および食費の全額

・①のサービスと併せて利用した場合、
　自己負担額（介護サービス費用の１割）
・滞在費（居住費）および食費は対象外

・自己負担額（介護サービス費用の１割）
・滞在費（居住費）および食費の全額

・自己負担額（介護サービス費用の１割）
　の２分の１
・滞在費（居住費）および食費の２分の１

居
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

※高額介護サービス費により補填された分は、医療費控除の対象から除かれます。
※すべての介護保険サービスについて、特別な居住費、特別な食費は医療費控除の対象とはなりません。

介護保険と「所得税の確定申告」
および「村県民税の申告」

介護保険と「所得税の確定申告」
および「村県民税の申告」

●　介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！●　介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！

●　要介護認定による障がい者認定で、「障害者控除」を！●　要介護認定による障がい者認定で、「障害者控除」を！

●　おむつ代金は、「医療費控除」に！●　おむつ代金は、「医療費控除」に！

●　介護保険サービス利用料も、「医療費控除」に！●　介護保険サービス利用料も、「医療費控除」に！

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
委
託

納付方法によって保険料が割引されます

口
座
振
替
に
よ
る
納
付

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

国民年金

広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号
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消
費
者
契
約
ト
ラ
ブ
ル
は
複
雑

化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

「
若
者
は
社
会
経
験
が
少
な
い
た

め
に
契
約
の
正
し
い
知
識
を
持
た

ず
に
契
約
に
い
た
っ
て
し
ま
う
場

合
が
多
い
」
と
い
う
状
況
を
悪
質

業
者
が
悪
用
す
る
た
め
に
、
契
約

の
未
成
年
者
取
り
消
し（
※
）が
利

用
で
き
な
く
な
る
成
人
し
て
間
も

な
い
若
者
を
狙
っ
た
被
害
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　

村
で
は
、
被
害
防
止
の
た
め
に

成
人
式
で
新
成
人
に
、
４
カ
月
乳

児
健
診
で
保
護
者
に
啓
発
資
料
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

未
成
年
者
は
一
般
的
に
社
会
経

験
が
乏
し
く
、
判
断
能
力
も
十
分

で
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
れ

を
保
護
す
る
た
め
に
、
民
法
で
は

未
成
年
者
が
契
約
す
る
時
に
は
原

則
と
し
て
法
定
代
理
人（
保
護
者
）

の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
同
意
を

得
な
い
で
行
っ
た
契
約
は
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い

ま
す
。

【
質
問
】

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
商
品
を
注

文
し
代
金
も
振
り
込
み
ま
し
た
が
、

商
品
が
届
か
ず
連
絡
も
つ
き
ま
せ

ん
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

【
回
答
】

　

配
送
漏
れ
や
行
き
違
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
文
時
の
や

り
取
り
の
記
録
や
、
代
金
振
込
の

控
え
を
用
意
し
、
頻
繁
に
連
絡
を

試
み
て
く
だ
さ
い
。

【
解
説
】

　

業
者
と
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た

場
合
、
商
品
の
送
付
や
返
金
を
求

め
る
旨
、
配
達
記
録
を
付
け
て
書

面
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

書
面
が
戻
っ
て
来
て
し
ま
っ
た

等
、
詐
欺
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
し
た
り
、

代
金
を
振
り
込
ん
だ
金
融
機
関
に

ト
ラ
ブ
ル
の
状
況
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

　

一
般
的
な
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

は
「
特
定
商
取
引
法
に
基
づ
く
表

示
項
目
」
に
事
業
者
所
在
地
住
所
、

連
絡
先
、
販
売
責
任
者
連
絡
先
等

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
は
相
手
の
顔
が
見
え
ま

せ
ん
。
相
談
者
の
よ
う
な
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
の
信
用
性
や
確
実
性
を
見

極
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
サ
イ
ト
の

評
判
を
確
認
し
た
り
、
前
も
っ
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
電

話
を
か
け
た
り
、
地
図
検
索
サ
イ

ト
で
実
際
の
建
物
の
所
在
等
を
確

認
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
質
問
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

の
年
齢
確
認
画
面
で「
１８
歳
以
上
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
突
然

「
登
録
完
了
。
△
万
円
振
り
込
む

よ
う
に
」
と
い
う
請
求
画
面
が
表

示
さ
れ
た
。
慌
て
て
画
面
を
閉
じ

た
が
数
分
お
き
に
同
じ
画
面
が
現

れ
る
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

【
回
答
】

　

パ
ソ
コ
ン
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

の
動
画
を
見
よ
う
と
し
て
年
齢
確

認
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と

こ
ろ
、
料
金
請
求
画
面
が
表
示
さ

れ
、
何
度
消
し
て
も
同
じ
画
面
が

現
れ
る
、
と
い
っ
た
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
際
に
、
請
求

画
面
を
自
動
表
示
す
る
不
正
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ

ル
ス
等
）
を
取
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

請
求
画
面
に
自
分
の
パ
ソ
コ
ン

の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
契
約
し
て
い

る
プ
ロ
バ
イ
ダ
名
が
表
示
さ
れ
個

人
情
報
が
登
録
さ
れ
た
よ
う
に
見

え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
個
人
を
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
請
求
画
面
が
消
え
な

い
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
お
金
を

振
り
込
ん
だ
り
、
電
話
や
メ
ー
ル

で
業
者
と
連
絡
を
取
っ
た
り
す
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
個
人
情

報
を
業
者
に
伝
え
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、「
ゲ
ー
ム
攻
略
サ
イ
ト
」

「
芸
能
人
の
情
報
サ
イ
ト
」「
占
い

サ
イ
ト
」
等
か
ら
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
へ
誘
導
さ
れ
、
そ
う
と
は
知
ら

ず
に
年
齢
確
認
等
に
応
え
て
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
画
面
が
消
え
な
い
場
合
の

対
処
方
法
が
情
報
処
理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
事
例

　

・
判
例
よ
り
抜
粋
》

若
者
向
け
悪
質
商
法
被
害
防
止

共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

若
者
向
け
悪
質
商
法
被
害
防
止

共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

若
者
向
け
悪
質
商
法
被
害
防
止

共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１（直通）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。
　都合により相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。）

◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎０５７０－０６４－３７０

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

まもろうよ みんなを

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
商
品
を
購

入
し
、
代
金
を
支
払
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
商
品
が
届
か
な
い

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
商
品
を
購

入
し
、
代
金
を
支
払
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
商
品
が
届
か
な
い

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
年
齢
確
認

に
応
じ
た
ら
請
求
画
面
が
表
示

さ
れ
、
消
え
な
く
な
っ
た

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
年
齢
確
認

に
応
じ
た
ら
請
求
画
面
が
表
示

さ
れ
、
消
え
な
く
な
っ
た

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
年
齢
確
認

に
応
じ
た
ら
請
求
画
面
が
表
示

さ
れ
、
消
え
な
く
な
っ
た

老人ホーム特別会計 水防事業特別会計

稲敷地方広域市町村圏事務組合
　　～平成２５年度一般会計・特別会計決算状況～

龍ケ崎地方衛生組合
　　　　　　　～平成２５年度一般会計決算状況～

広報みほ　平成２７年１月号 広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ

一般会計

一般会計

特別会計
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若
者
向
け
悪
質
商
法
被
害
防
止

共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

若
者
向
け
悪
質
商
法
被
害
防
止

共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
商
品
を
購

入
し
、
代
金
を
支
払
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
商
品
が
届
か
な
い

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
年
齢
確
認

に
応
じ
た
ら
請
求
画
面
が
表
示

さ
れ
、
消
え
な
く
な
っ
た

◇問合せ　稲敷地方広域市町村圏事務組合事務局管理課☎０２９７－６４－３７４１

項　　目 収入済額 構成比 項　　目

歳　入　合　計 歳　出　合　計

歳　　　　　入 歳　　　　　出

支出済額 構成比

－－

分賦金及び負担金 議 会 費

使用料及び手数料 総 務 費

消 防 費国 庫 支 出 金

公 債 費財 産 収 入

予 備 費寄 附 金

繰 越 金

諸 収 入

組 合 債

３，２７１，６２０ ２，３２４９５．７％ ０．１％

７，５１７ １２８，９２００．２％ ３．８％

３，１１０，９０８ ９２．４％

７２ １２５，４９２０．０％ ３．７％

０ ０

２７，４１８

１１，６５３

０．８％

繰 入 金 ６，０００ ０．２％

１０，５５１ ０．３％

０．３％

８３，９００ ２．５％

３，４１８，７３１ １００．０％ ３，３６７，６４４ １００．０％

項　　目 金額 割合 項　　目

歳　入　合　計 歳　出　合　計

歳　　　　　入 歳　　　　　出

金額 割合

分担金及び負担金 議 会 費

使用料及び手数料 総 務 費

衛 生 費国 庫 支 出 金

公 債 費財 産 収 入

予 備 費寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

２，６０７６６．３％

４．１％

１２．６％

０．３％

１８４，０２８３．３％

４８４，１５４ ６１．３％

１５．１％

２３．３％

１１８，９０２

１２．４％

０．１％

０

２６，４１２

３３，６１０

１００，４１４

６６４

０ ０．０％ ０．０％

９，５１５ １．２％

１０２，３７１

５３６，８４１

８０９，８２７ １００．０％ ７８９，６９１ １００．０％

１０，６７０ １０，１１２１１０，２１９ １０７，０４０

歳　入会　計　名 歳　出 歳　入会　計　名 歳　出

老人ホーム特別会計老人ホーム特別会計 水防事業特別会計水防事業特別会計

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

稲敷地方広域市町村圏事務組合
　　～平成２５年度一般会計・特別会計決算状況～
稲敷地方広域市町村圏事務組合
　　～平成２５年度一般会計・特別会計決算状況～

龍ケ崎地方衛生組合
　　　　　　　～平成２５年度一般会計決算状況～
龍ケ崎地方衛生組合
　　　　　　　～平成２５年度一般会計決算状況～

項　　目 収入済額 構成比 項　　目

歳　出　合　計

歳　　　　　入 歳　　　　　出

支出済額 構成比

議 会 費

総 務 費

消 防 費

公 債 費

予 備 費

（単位：千円）

（単位：千円）

項　　目 収入済額 構成比 項　　目

歳　出　合　計

歳　　　　　入 歳　　　　　出

支出済額 構成比

議 会 費

総 務 費

消 防 費

公 債 費

予 備 費

（単位：千円）

（単位：千円）

広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号 広報みほ　平成２７年１月号

◇問合せ　龍ケ崎地方衛生組合☎０２９７－６４－１１４４

一般会計一般会計

一般会計一般会計

特別会計特別会計
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介護保険
介護保険と「所得税の確定申告」

および「村県民税の申告」

●　介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！

●　要介護認定による障がい者認定で、「障害者控除」を！

●　おむつ代金は、「医療費控除」に！

●　介護保険サービス利用料も、「医療費控除」に！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
過
去
の
未

払
い
分
に
つ
い
て
は
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
度
手
続

き
を
す
る
だ
け
で
自
動
的
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
電

子
納
付
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
振
替

開
始
月
の
前
々
月
ま
で
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
に
は
、
基
礎

年
金
番
号
の
記
入
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
や
納
付
書

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
金

融
機
関
届
出
印
の
押
印
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
後
に
口
座
振
替
開

始
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

開
始
月
の
確
認
を
行
い
、
そ
れ
以

前
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
納
付
書

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
用
紙　

金
融
機
関
･
年
金

　

事
務
所
･
役
場
国
保
年
金
課
の

　

窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

　

ト（
白
黒
可
）す
る
こ
と
も
で
き

　

ま
す
。（
こ
の
用
紙
で
の
申
込
み

　

は
年
金
事
務
所
に
限
ら
れ
ま
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

◇
申
込
場
所　

預
貯
金
口
座
を
お

　

持
ち
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を

　

含
む
）
の
窓
口
、
年
金
事
務
所

　

･
役
場
国
保
年
金
課
の
窓
口
と

　

な
り
ま
す
。（
年
金
事
務
所
の
み

　

郵
送
で
の
申
込
が
可
能
で
す
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
は
、
保
険
料
を
定

期
的
に
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い

し
、
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会

員
の
方
に
請
求
す
る
支
払
方
法
で
、

金
融
機
関
等
の
窓
口
で
カ
ー
ド
を

直
接
ご
提
示
･
お
支
払
い
い
た
だ

く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
支
払

回
数
は
１
回
払
い
の
み
と
な
り
、

分
割
払
い
や
リ
ボ
払
い
等
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保

険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◇
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
年
金
事
務
所

　

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　

便
利
な
納
め
方

　

申
込
後
に
カ
ー
ド
支
払
い
開
始

　

の
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

　

開
始
月
の
確
認
を
行
い
、
そ
れ

　

以
前
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
納

　

付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
用
紙　

年
金
事
務
所
に
備

　

え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

　

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
（
白
黒

　

可
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
そ
の
他　

一
部
、
利
用
で
き
な

　

い
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
な
い
場

　

合
や
、
通
常
と
異
な
る
割
合
で

　

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、
カ
ー
ド
発
行
元
に
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w
w
w
.n
en
k
in
.g
o
.jp
/

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
委
託

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
委
託

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内

に
つ
い
て
、
民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
受
託
事
業
者

　

日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
㈱
☎
０
１
２
０
（
２
１
１
）
２
３
１

※
過
去
２
年
以
内
の
国
民
年
金
加
入
期
間
に
保
険
料
納
付
の
確

　

認
が
で
き
な
い
期
間
が
あ
る
場
合
、
受
託
事
業
者
か
ら
電
話

　

･
文
書
･
戸
別
訪
問
等
に
よ
り
、
納
付
や
免
除
等
の
申
請
手

　

続
き
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
せ　

土
浦
年
金
事
務
所
☎
８
２
４－

７
１
２
１

※クレジットカード納付には、口座振替の割引は適用されません。
※前納の申込は２月末日までです。３月１日以降の申込の場合、次の前納
　期（１０月または翌年４月）まで、毎月支払いとなる場合があります。
※割引額は、すべて平成２６年度の額です。

納付方法によって保険料が割引されます納付方法によって保険料が割引されます

【現金・クレジットカード納付の「６カ月前納」】保険料６カ月分を納
　付・立替。＊割引額７４０円（４月末・１０月末）年間割引額１，４８０円

【現金・クレジットカード納付の「１年前納」】１年分の保険料を４月
　末に納付・立替。＊割引額３，２５０円

【口座振替の「毎月支払い（当月末振替）早割」】当月分の保険料を当月
　末に振替。なお、最初の振替では２カ月分（前月分と当月分）が引
　き落とされます。＊割引額５０円（毎月）年間割引額６００円

【口座振替の「１年前納」】１年分の保険料を４月末に振替。
　＊割引額３，８４０円

【口座振替の「２年前納」】２年分の保険料を４月末に振替。
　＊割引額１４，８００円

【口座振替の「６カ月前納」】保険料６カ月分を振替。
　＊割引額１，０４０円（４月末・１０月末）年間割引額２，０８０円

口
座
振
替
に
よ
る
納
付

口
座
振
替
に
よ
る
納
付

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

国民年金国民年金

お問合せ
国保年金課年金係

広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号
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み　

ほ　

文　

芸

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
は
、

対
象
と
な
る
事
由
に
対
し
て
様
々

な
給
付
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

「
保
険
給
付
」
と
い
い
ま
す
。

【
医
療
・
療
養
に
対
す
る
給
付
】

◇
対
象
と
な
る
診
療　

診
察
、
処

置
･
手
術
等
の
治
療
、
薬
や
治

療
材
料
の
支
給
、
入
院
･
看
護
、

在
宅
療
養
･
看
護
、
訪
問
看
護

＊
入
院
し
た
と
き
の
差
額
ベ
ッ
ド

代
や
患
者
の
希
望
で
保
険
外
診

療
を
受
け
た
と
き
、
歯
科
診
療

で
特
殊
な
素
材
を
使
用
し
た
差

額
診
療
や
自
由
診
療
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
外
の
診
療　

保
険
適
用
外

の
治
療
法
、
正
常
分
娩
、
経
済

的
理
由
に
よ
る
人
工
中
絶
、
健

康
診
断
、
予
防
注
射
、
労
災
保

険
の
対
象
に
な
る
場
合
等

◇
制
限
の
あ
る
も
の　

け
ん
か
、

　

泥
酔
に
よ
る
も
の
、
医
師
や
保

険
者
の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
、

　

犯
罪
や
故
意
に
よ
る
も
の

◇
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

･
０
歳
〜
未
就
学
児
…
２
割

･
７０
〜
７４
歳
…
２
割
（
昭
和
１９
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

は
１
割
。
生
年
月
日
を
問
わ
ず

　

現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

･
右
記
以
外
の
方
…
３
割

◇
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

①
一
般
（
②
、
③
以
外
の
方
）
…

１
食
２
６
０
円

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
７０

〜
７４
歳
で
低
所
得
Ⅱ
の
方
）

･
９０
日
以
内
の
入
院
の
場
合
…
１

食
２
１
０
円

･
９０
日
を
超
え
る
入
院
の
場
合
…

１
食
１
６
０
円

③
７０
〜
７４
歳
で
低
所
得
Ⅰ
の
方
…

１
食
１
０
０
円

　

保
険
給
付
に
は
、
給
付
を
受
け

る
た
め
に
被
保
険
者
か
ら
村
へ
の

申
請
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
保
険
証
を
使
わ
な

い
で
受
け
た
診
療
や
、
骨
折
等

で
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け

た
場
合
、
医
師
が
認
め
た
は
り

･
灸
･
マ
ッ
サ
ー
ジ
代
、
コ
ル

セ
ッ
ト
･
輸
血
の
生
血
代
、
旅

行
中
の
海
外
で
の
診
療
等
は
、

　

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た

後
に
、
申
請
に
よ
り
自
己
負
担

割
合
に
応
じ
た
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

被
保
険
者
が
分
娩
（
妊
娠
１２
週

以
上
の
死
産
･
流
産
を
含
む
）

し
た
と
き
に
次
の
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

･
分
娩
を
し
た
医
療
機
関
等
が
産

科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て

い
て
、
妊
娠
２２
週
以
上
の
場
合

…
４２
万
円

･
右
記
以
外
…
４０
万
４
千
円

　

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

　

喪
主
の
方
に
５
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

事
故
等
で
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で

も
、
届
出
に
よ
り
国
保
で
診
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま

　

っ
た
場
合
等
、
国
保
が
使
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
示
談
の

前
に
は
必
ず
国
保
へ
連
絡
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
額

が
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

お問合せ
国保年金課国保係

国民健康保国民健康保険国
保
の
保
険
給
付

◎
高
額
療
養
費
の
支
給

◎
高
額
療
養
費
の
支
給

◎
交
通
事
故
等
の
と
き

◎
交
通
事
故
等
の
と
き

◎
葬
祭
費

◎
葬
祭
費

◎
出
産
育
児
一
時
金

◎
出
産
育
児
一
時
金

◎
療
養
費
の
支
給

◎
療
養
費
の
支
給

村
へ
の
申
請
が
必
要
な
給
付

村
へ
の
申
請
が
必
要
な
給
付

農業や林業を行っている農家や林家、会社や集落営農などの実態を正しく把握するための調査
で、県知事から任命された統計調査員がお伺いして調査を行います。

【調査項目】経営の状態、世帯の状況、労働力、作業の受委託の状況など

農林業センサスは、５年に一度、全国一斉に農林業や
農山村の実態を調べ、国や地方の農林業施策の企画・
推進に役立つ大切な調査です。

市区町村や農業集落の精通者の方を対象とした調査で、事前に村からお願いした農業集落の精
通者の方には、地方農政局長から任命された調査員がお伺いして調査を行います。

【調査項目】農業集落内の地域資源（農地・森林・水路等）の保全状況など

※調査した内容は、統計法に基づき秘密が厳守されます。統計資料を作成するためだけに使用し、
　その他の目的に使用することは一切ありません。

２０１５年 農林業センサス２０１５年 農林業センサス

◆問合せ　役場企画財政課☎８８５－０３４０内線２０８　
＊農林水産省『農林業センサスホームページ』
　http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/

農林業経営体調査

農山村地域調査

　平成２７年２月１日実施　平成２７年２月１日実施

広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号 広報みほ　平成２７年１月号

男女がともに
輝くために
男女がともに
輝くために

男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？
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竜
ケ
崎
税
務
署
で
申
告
す
る

　
　
　

所
得
・
損
失
・
控
除
等

所
得
税
の
確
定
申
告

消
費
税
の
確
定
申
告

・
東
京
医
科
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー

・
土
浦
協
同
病
院

・
鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
坂
本
医
院
（
耳
鼻
咽
喉
科
）

　

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

・
外
出
を
控
え
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

を
守
り
、
帰
宅
時
は
う
が
い

・
流
水
と
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い

・
適
度
な
湿
度
の
保
持

・
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

　

れ
た
栄
養
摂
取

＊
具
合
が
悪
け
れ
ば
早
め
に
医
療

　

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、

平
成
２６
年
１０
月
か
ら
予
防
接
種
法

に
基
づ
く「
定
期
予
防
接
種
」と
な

り
、
年
齢
そ
の
他
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る

年
齢
ま
で
待
た
ず
に
自
ら
の
意
思

で
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
「
任
意

予
防
接
種
」
と
し
、
村
で
は
定
期

・
任
意
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
予
防

接
種
費
用
の
う
ち
３
０
０
０
円
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ど

ち
ら
か
一
度
で
も
助
成
を
受
け
た

方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
定
期

と
任
意
で
は
、
次
の
と
お
り
助
成

の
対
象
・
条
件
が
異
な
り
ま
す
。

《
定
期
予
防
接
種
》

◇
今
年
度
の
対
象
者

　

今
ま
で
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

　

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
で
、
平

　

成
２６
年
度
中
に
次
の
条
件
に
該

　

当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
６５
歳
：
昭
和
２４
年
４
月
２
日
〜

　

昭
和
２５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
７０
歳
：
昭
和
１９
年
４
月
２
日
〜

　

昭
和
２０
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
７５
歳
：
昭
和
１４
年
４
月
２
日
〜

　

昭
和
１５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
８０
歳
：
昭
和
９
年
４
月
２
日
〜

　

昭
和
１０
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
８５
歳
：
昭
和
４
年
４
月
２
日
〜

　

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
９０
歳
：
大
正
１３
年
４
月
２
日
〜

　

大
正
１４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
９５
歳
：
大
正
８
年
４
月
２
日
〜

　

大
正
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
１
０
０
歳
以
上
：
大
正
４
年
４

　

月
１
日
以
前
の
生
ま
れ

・
６０
〜
６５
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

　

臓
・
呼
吸
器
疾
患
・
ヒ
ト
免
疫

　

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
疾
患
で

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
取
得

　

し
て
い
る
方

◇
定
期
予
防
接
種
の
手
続
き

　

接
種
を
受
け
る
際
に
は
、
通
知

　

に
同
封
さ
れ
て
い
た「
予
診
票
」

　

と「
接
種
済
証
」が
必
要
で
す
。

　

紛
失
等
の
場
合
は
、
保
健
セ
ン

　

タ
ー
で
再
交
付
を
受
け
て
く
だ

　

さ
い
。

◇
今
年
度
の
対
象
期
間

　

平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。

◇
接
種
で
き
る
医
療
機
関

　

県
内
の
医
療
機
関
で
、
高
齢
者

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
実
施
し

　

て
い
る
医
療
機
関
で
接
種
し
て

　

く
だ
さ
い
。

＊
実
施
医
療
機
関
は
、
茨
城
県
医

　

師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
茨
城

　

県
内
定
期
予
防
接
種
協
力
医
療

　

機
関
一
覧
」
で
確
認
で
き
ま
す
。

《
任
意
予
防
接
種
》

◇
対
象
者

　

６５
歳
以
上
の
方
で
、
過
去
５
年

　

以
内
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

　

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
が
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

◇
任
意
予
防
接
種
の
手
続
き

　

任
意
で
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
診
票
等
の

　

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
接

　

種
は
、
次
の
「
村
協
力
医
療
機

　

関
」
で
接
種
で
き
ま
す
。

＊
協
力
医
療
機
関

・
美
浦
中
央
病
院

・
は
た
か
わ
医
院

・
み
ほ
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
佐
倉
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
江
戸
崎
ひ
か
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ
先　

健
康
増
進
課
（
保

　

健
セ
ン
タ
ー
）
☎
８
８
５

－

１

　

８
８
９

休　日　当　番　医
診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

１　
　

月

２　
　

月

　８日

㈰

森 脇 整 形 外 科

坂本耳鼻咽喉科医院

阿 見

稲 敷

☎８４３－７８８８

☎８９２－２６２７

さ か え 医 院

江 戸 崎 病 院

阿 見

稲 敷

☎８８８－２６６２

☎８９４－２６１１

　１日

㈰

美 浦 中 央 病 院

佐倉クリニック

美 浦

稲 敷

☎８８５－３５５１

☎８９２－７０１１

印南クリニック

江 戸 崎 病 院

阿 見

稲 敷

☎８３４－２２２２

☎８９４－２６１１

１８日

㈰

１１日

㈰

１１日

㈬

かたやま耳鼻咽喉科

ゆはらクリニック

阿 見

稲 敷

☎８８７－３３４９

☎８９４－２００２

１２日

㈪

湯 原 病 院

いなしきクリニック

阿 見

稲 敷

☎８８７－０３１０

☎８９２－３３７２

２５日

㈰

南平台メディカルクリニック

江戸崎ひかりクリニック

阿 見

稲 敷

☎８８８－０８８８

☎８３４－５７７７

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
が「
定
期
予
防
接
種
」に

※
今
年
度
の
対
象
者
に
は
、
９
月

中
旬
に
接
種
の
ご
案
内
を
通
知

し
ま
し
た
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌

　

予
防
接
種
費
用
の

　
　

一
部
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌

　

予
防
接
種
費
用
の

　
　

一
部
を
助
成
し
ま
す

《２月の乳幼児健診》

◇受付時間　午後１時３０分～２時
・１歳６カ月児健診　２月１６日（月）
　対象：平成２５年６月～７月生
・２歳児歯科健診　２月１７日（火）
　対象：平成２４年１２月～平成２５年１月生
・４カ月健診　２月２３日（月）
　対象：平成２６年１０月生

み
ん
な
で
予
防
！

　
　
　

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

み
ん
な
で
予
防
！

　
　
　

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

広報みほ　平成２７年１月号 広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号

お元気
　ですか
　　
保健師です
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▼
２
月
１６
日
（
月
）
〜
３
月
１６
日
（
月
）　

※
土
、日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
２２
日
（
日
）
の
午
前
中
は
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

扶
養
者
の
所
得
お
よ
び
重
複
に

つ
い
て
確
認
を
！

年
少
扶
養
親
族（
１６
歳
未
満
）が

い
る
と
き
は
申
告
を
！

毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎８８５－６５１１＊午前９時から午後４時３０分まで

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

わい
ほっ

わい
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

５ぴよ
よち
ほっ

５ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２４．４．２～Ｈ２５．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳未満、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし２月の
子育て広場

７

９８

６５４

２０

１３

１９

１２

１８

１１

１７

１０

１６１５

２８

２１

１４

２７２６２５２４２３２２

３２１

身近な日用品・廃品を
利用して作るおもちゃ
身近な日用品・廃品を
利用して作るおもちゃ
身近な日用品・廃品を
利用して作るおもちゃ
～寒い冬でも家の中で楽しく遊べます～～寒い冬でも家の中で楽しく遊べます～

　　ビニール袋のロケット
ビニール袋に新聞紙（見開き３枚）を詰めて口を閉
じ、輪ゴムを７～１０本程を繋げたものを結びつけ
る。大人が輪ゴムを持ち、子どもが袋を引っ張り、
ゴムが伸びたところでパッと袋を離して遊ぶ。

　　きらきらペットボトル
ペットボトルに鈴やキラキラした紙を入れてふた
をする。※ビニールテープで口をしっかり巻く。
振って遊んだり、はいはいの子には追いかけさせ
たりして遊ぶ。

　　ティッシュ箱の引き車
ティッシュ箱の上面を切り取り、長さが短い方の
片側側面にひもを付ける。子どもの身長に合わせ
てひもの長さを調節し、おりがみやシールで飾る。
ぬいぐるみや玩具を入れて、引いて歩いて遊ぶ。

広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号 広報みほ　平成２７年１月号
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花と緑の
　　環境美化コンクール

□お問い合わせ先　美浦村商工会青年部☎８８５－２２５０

《１月・２月の活動予定》

美浦村商工会青年部だより

事
業
用
の
資
産
を　

申
告
し
て
く
だ
さ
い

美
浦
村
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
定
期
受
付　

お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

美浦村ホームページアドレス
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール　info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

◇
日
時　

２
月
２１
日（
土
）午
前
９

　

時
３０
分
〜
午
後
３
時
頃

◇
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

◇
対
象　

美
浦
村
在
住
で
、
高
齢

者
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
や

介
護
に
関
心
を
お
持
ち
の
方　

◇
内
容　

・
よ
く
噛
ん
で
元
気
に
な
ろ
う
…

健
康
は
食
べ
る
こ
と
か
ら

・
若
さ
を
つ
く
る
食
事
メ
ニ
ュ
ー

（
調
理
実
習
有
）

・
心
と
体
を
と
き
ほ
ぐ
す
自
力
整

体
…
か
ら
だ
の
不
思
議
と
面
白

さ
を
発
見
し
よ
う

◇
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
動
き

や
す
い
服
装

◇
負
担
金　

５
０
０
円
（
調
理
実

習
材
料
代
と
し
て
）

◇
定
員　

２０
名（
先
着
順
）

◇
申
込
締
切　

２
月
１９
日
（
木
）
ま

で
に
左
記
の
申
込
先
へ
お
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

美
浦
村
社
会

福
祉
協
議
会

　

会
社
や
工
場
、
店
舗
等
の
経
営

で
使
用
し
て
い
る
機
械
や
構
築
物
、

工
具
や
備
品
等
は
、
固
定
資
産
税

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
告
期
限　

２
月
２
日（
月
）

＊
建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊

し
を
さ
れ
る
方
や
土
地
の
利
用

方
法
を
変
え
た
方
は
、
来
年
度

の
税
額
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
税
務
課

　

平
成
２７
･
２８
年
度
に
美
浦
村
が

発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
･
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品

購
入
等
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
の
定
期
受
付
を
行
い
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
次
の
要
領
で
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間　

２
月
２
日（
月
）〜

３
月
２
日（
月
）午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時

＊
土
･
日
、
祝
日
を
除
く
。

◇
申
請
方
法　

美
浦
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
役
場
企
画

財
政
課
で
配
布
し
て
い
る
申
請

要
領
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
･
問
合
せ　

役
場
企
画
財

政
課

　

県
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療

育
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
心
身
に
障
が

い
を
持
つ
方
が
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
は
、
申
請
に
基
づ
き

自
動
車
税
お
よ
び
自
動
車
取
得
税

の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

減
免
申
請
は
所
轄
の
県
税
事
務

所
に
お
い
て
通
年
受
付
し
て
い
ま

す
が
、
次
の
と
お
り
減
免
申
請
の

受
付
窓
口
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

２
月
６
日（
金
）午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
※
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く

◇
場
所　

役
場
１
階
住
民
相
談
室

＊
新
車
、
中
古
車
新
規
登
録
に
係

る
減
免
や
自
動
車
取
得
税
の
減

免
に
つ
い
て
は
、
登
録
日
か
ら

３０
日
以
内
に
土
浦
県
税
事
務
所

自
動
車
税
分
室
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
必
要
書
類　

障
害
者
手
帳
（
原

本
）、納
税
義
務
者
の
印
鑑
（
認

印
可
）、運
転
者
の
運
転
免
許
証

（
コ
ピ
ー
可
。免
許
証
両
面
）、自

動
車
の
車
検
証
ま
た
は
納
税
通

知
書
、
生
計
を
一
に
す
る
こ
と

を
示
す
書
類
（
住
民
票
等
）

＊
減
免
の
要
件
に
よ
り
手
続
き
に

必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
県
税
事
務
所
ま
で
必
ず
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

土
浦
県
税
事
務
所
収

税
第
三
課
☎
０
２
９－

８
２
２

－

７
２
３
０
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.ib
a
ra
k
i.-

jp
/b
u
k
y
o
k
u
/so
u
m
u
/zeim

u
/-

zeim
u
/h
tm
)

　

参
加
を
希
望
す
る
事
業
主
・
障

が
い
者
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

龍
ケ
崎
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

２
月
５
日（
木
）午
後
１

　

時
〜
３
時
３０
分
（
受
付
開
始
は

　

午
後
０
時
３０
分
）

◇
場
所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

◇
申
込
･
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
龍
ケ
崎
☎
０
２
９
７

－

６
０

　

－

２
７
２
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
２

　

９
７－

６
５－

３
０
６
０

家
族
介
護
教
室
を
開

催
し
ま
す
！

心
身
に
障
が
い
を
持
つ

方
に
自
動
車
税
減
免

障
害
者
就
職
面
接
会

広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号

木原小学校で
　　　「キッズカンパニー」
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美
浦
ス
テ
ー
ク
ス
開
催

◎
優　

勝　

マ
イ
ネ
ル
ミ
ラ
ノ
号

◇
馬　

主　

㈱
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
ク
ラ

　
　
　
　
　

ブ
・
ラ
フ
ィ
ア
ン
さ
ん

◇
調
教
師　

相
沢
郁
さ
ん

◇
騎　

手　

戸
崎
圭
太
さ
ん

◇
厩
務
員　

荒
木
健
太
郎
さ
ん

茨
城
県
更
生
保
護

大
会
で
表
彰

カシマサッカースタジアムで
イベント「美浦の日」開催！

  災害時の歯科医療救護
について協定を締結

県
民
交
通
災
害
共
済

　

２
月
２
日
か
ら
平
成
２７
年
度
の

加
入
受
付
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
チ
ラ
シ
（
広
報
と
と
も

に
各
戸
配
布
、
役
場
窓
口
に
も
設

置
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
共
済
掛
金　

大
人
９
０
０
円
、

　

４
月
１
日
現
在
で
中
学
生
以
下

の
方
５
０
０
円

◇
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

２８
年
３
月
３１
日

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故　

共
済

期
間
中
に
国
内
の
道
路
上
で
起

き
た
死
傷
事
故

◇
見
舞
金　

最
高
…
死
亡
１
０
０

万
円
、
最
低
…
治
療
実
日
数
３

日
以
上
２
万
円　

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
生
活
環

境
課

　

村
で
は
、
美
浦
村
に
お
住
ま
い

の
方
が
村
内
の
施
工
業
者
に
よ
り

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

＊
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

　

さ
い
。
既
に
工
事
が
済
ん
だ
後

　

の
申
請
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◇
対
象
者　

補
助
を
受
け
よ
う
と

し
て
い
る
住
宅
に
継
続
し
て
３

年
以
上
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方
で
、
自
身
が
村
内
に
所
有
す

る
個
人
住
宅
、
併
用
住
宅
等
の

補
助
対
象
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

行
っ
た
方
。（
村
で
実
施
し
て
い

る
他
の
補
助
制
度
を
利
用
さ
れ

た
方
は
除
く
）

◇
補
助
対
象
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事　

村
内
施
工
業
者
に
よ
る
工
事
費

が
１０
万
円
以
上（
消
費
税
別
）の

修
繕
、
増
改
築
、
模
様
替
え
、

　

そ
の
他
住
宅
の
機
能
の
維
持
・

向
上
の
た
め
に
行
う
補
修
・
改

良
工
事

＊
た
だ
し
、
車
庫
、
塀
工
事
や
屋

根
の
葺
き
替
え
、
既
存
床
面
積

の
２
分
の
１
を
超
え
る
増
改
築

工
事
、
機
器
類
お
よ
び
建
具
の

み
の
設
置
・
交
換
工
事
、
自
然

災
害
に
よ
る
被
害
の
復
旧
工
事

等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
補
助
金
の
額　

補
助
対
象
リ
フ

　

ォ
ー
ム
工
事
に
か
か
っ
た
工
事

費（
消
費
税
別
）の
１０
％

＊
上
限
１０
万
円
、
１
０
０
０
円
未

満
切
り
捨
て

◇
申
請
期
間　

本
年
度
中
に
完
了

す
る
工
事
を
対
象
と
し
、
予
算

に
到
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
都
市
建
設
課

　

子
ど
も
た
ち
の
体
操
、
新
体
操

の
演
技
発
表
を
中
心
に
体
操
の
輪

を
広
げ
よ
う
と
、
保
護
者
と
指
導

者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
美
浦
体
操

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
に
よ
り
、
こ
の
発
表
会
も
２０
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
記
念
大
会
に
は
、
ゲ
ス
ト

と
し
て
今
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優

勝
チ
ー
ム
の
埼
玉
栄
高
等
学
校
男

子
新
体
操
部
、
つ
く
ば
オ
ー
ル
ス

タ
ー
チ
ア
の
皆
さ
ん
、
賛
助
出
演

に
水
戸
藩
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
連
の

皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
１
年
間
の
成
長

と
、
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
迫
力
あ

る
素
晴
ら
し
い
演
技
を
、
ぜ
ひ
会

場
に
て
ラ
イ
ブ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

２
月
１
日（
日
）午
後
０

時
３０
分
開
場
・
午
後
１
時
開
演

◇
会
場　

美
浦
中
学
校
体
育
館

◇
主
催　

美
浦
体
操
ク
ラ
ブ

◇
後
援　

美
浦
村
・
美
浦
村
教
育

委
員
会
・
美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

◇
問
合
せ　

美
浦
体
操
フ
ェ
ス
テ

　

ィ
バ
ル
事
務
局
☎
８
８
５－

７

７
７
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

使用済み「農ビ｣「農ポリ｣の適正回収を行います使用済み「農ビ｣「農ポリ｣の適正回収を行います使用済み「農ビ｣「農ポリ｣の適正回収を行います
村では、使用済み農業用ビニール・ポリエチレンの回収を(社)園芸いばらき振興協会に

委託して行っています。

村では、使用済み農業用ビニール・ポリエチレンの回収を(社)園芸いばらき振興協会に

委託して行っています。

村では、使用済み農業用ビニール・ポリエチレンの回収を(社)園芸いばらき振興協会に

委託して行っています。

▼回収日　２月下旬　※申込者に後日連絡

▼場　所　稲敷農協安中支店、茨城かすみ農
　　　　　協コンポストセンター

▼費　用　登録料　１戸当り　　　１，０００円
　　　　　回収料　「農ビ」　１㎏当り　５円　
　　　　　　　　　「農ポリ」１㎏当り２５円

◆回収には登録が必要となります

排出を希望する農家の方は、１月３０日（金）
までに役場経済課へご連絡ください。

申し込みのない方は、回収日でも排出
することができませんので、
ご注意ください。

申し込みのない方は、回収日でも排出
することができませんので、
ご注意ください。

申し込みのない方は、回収日でも排出
することができませんので、
ご注意ください。

◆回収できないもの

「糸入り農ビ」「マイヤ線」「畦シート」「ブル
ーシート」、その他の特殊資材・ホース類等
一部、変色したビニールや保存状態の悪い
もの等

◆回収できるもの

「遮光シート」「カンレイシャ」「マルチフィ
ルム」「肥糧袋」「苗箱」等（農ビ、農ポリは
分別してください） 【問合せ】役場経済課　☎８８５－０３４０内線２１８　

美
浦
体
操
２０
周
年
記

念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

広報みほ　平成２７年１月号広報みほ　平成２７年１月号 広報みほ　平成２７年１月号
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「
現
在
の
路
線
を
継
続
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
思
の
表
れ
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
新
内
閣
に
は
そ
の

期
待
を
裏
切
る
事
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
等
、
山
積
す
る
諸
問
題
に
対
し

て
も
確
か
な
政
策
の
実
行
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

一
方
で
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
１２
月
３
日
に
は
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
５２
億
㎞
も
の
航
行
を
経
て
小
惑
星
か
ら
物
質
を
持
ち
帰
る
と
い
う
壮
大
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
分
析
に
よ
り
生
命
の
起
源
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
が
日
本
時
間
の
１２
月
１１
日
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
行
わ

れ
、
日
本
人
で
は
「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）」
の
開
発
・
実
用
化
に
成
功
し
た
赤
崎
勇
教

授
、
天
野
浩
教
授
、
中
村
修
二
教
授
の
３
名
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
２２
人
と
な
り
ま
し
た
。
誇
ら
し
い
限
り
で
す
。

　

全
国
の
町
村
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
人
た
ち

が
守
っ
て
き
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
自
然
環
境
の
保
全
は
私
た
ち
が
担
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
が
手
を
携
え
、
主
体
的
・
自
立
的

に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が
基
礎
自
治
体
た
る
美
浦
村
の
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
。
霞
ヶ
浦
を
は
じ
め
と
し
た
、
美
浦
村
が
誇
る
自
然
豊
か
な
景
観
は
、
人
々
の
心
を
癒

し
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

国
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う
我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
に
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生
で
き
る
よ
う
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
成
本
部
」
を
内
閣
官
房
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
国
の
支
援
を
得
て
、
他
市

町
村
の
方
か
ら
羨
望
さ
れ
、「
美
浦
村
に
行
っ
て
み
た
い
」「
美
浦
村
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
、
特
色
あ
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
「
地
域
主
権
」
の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
自
ら
が
村
づ
く
り
に
参
加
さ
れ
、「
自
分

た
ち
の
村
は
、
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」
を
念
頭
に
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
政
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
さ
ま
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

氏
を
お
招
き
し
、
最
先
端
の
脳
育

成
学
を
ベ
ー
ス
に
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
日
時　

２
月
１
日（
日
）午
後
２

時
〜
３
時
３０
分

＊
受
付
は
午
後
１
時
３０
分
開
始
。

◇
場
所　

土
浦
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル（
土
浦
市
真
鍋
町
２－

６
）

◇
内
容　

子
ど
も
や
社
会
人
が
真

に
伸
ば
す
べ
き
能
力
は
何
か
。

　

そ
の
能
力
を
い
か
に
育
成
す
れ

ば
よ
い
の
か
。

◇
講
師　

澤
口
俊
之
（
人
間
性
脳

科
学
研
究
所
所
長
、
武
蔵
野
学

院
大
学
教
授
、
元
北
海
道
大
学

研
究
科
教
授
）

◇
定
員　

３
４
０
名

＊
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
入
場
料　

無
料

　

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
、
平
成
２７
年
５
月
１
日

か
ら
平
成
２９
年
４
月
３０
日
ま
で
に

発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
物

品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
等
の
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

付
を
行
い
ま
す
。
入
札
参
加
希
望

者
は
、
必
ず
資
格
審
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
稲
敷
地
方
広

　

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.in
ash
i

　

k
i-k
o
u
ik
i.jp
/

）
に
掲
載
し
て
い

　

ま
す
。

◇
受
付
期
間　

２
月
１
日（
日
）〜

３
月
３１
日（
火
）（
窓
口
受
付
は

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◇
受
付
・
問
合
せ
先　

稲
敷
地
方

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
事
務

局
管
理
課
☎
０
２
９
７－

６
４

－

３
７
４
１

　

消
費
税
が
８
％
へ
引
き
上
げ
ら

れ
た
後
に
家
を
購
入
さ
れ
た
方
、

こ
れ
か
ら
購
入
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
方
、「
す
ま
い
給
付
金
」
を
ご

存
じ
で
す
か
。

　

「
す
ま
い
給
付
金
」は
国
土
交
通

省
に
よ
る
制
度
で
、
８
％
へ
の
消

費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
住
宅
購
入

者
の
負
担
増
を
緩
和
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、
収
入
に
応
じ

て
最
大
３０
万
円
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
受
給
の
条
件
や
支

給
額
、
申
請
の
仕
方
等
は
「
す
ま

い
給
付
金
」
事
務
局
の
問
い
合
わ

せ
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
わ
せ　

す
ま
い
給
付
金
事

務
局
☎
０
３－

３
５
８
３－

３

６
１
６
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h
tt

p
://su
m
ai-k
y
u
fu
.jp
/)

　

日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

１
年
間
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
企
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

２
月
８
日（
日
）午
後
１

時
３０
分
開
演

◇
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

◇
曲
目　

ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
ほ
か

◇
問
合
せ　

大
谷
小
学
校
☎
８
８

５－

２
３
０
９
（
担
当
教
諭

：

坂
本
）

　

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
と
し
て
、
相
続
登
記
に
関

す
る
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

（
要
事
前
予
約
）

◇
期
間　

２
月
の
１
カ
月
間
（
土

　

・
日
、
祝
日
を
除
く
）

◇
実
施
場
所
お
よ
び
予
約
先　

県

　

内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

◇
問
合
せ　

茨
城
司
法
書
士
会
☎

　

０
２
９

－

２
２
５

－

０
１
１
１

　

茨
城
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
、フ
ジ
テ
レ
ビ
「
ほ
ん
ま
で
っ

か
！？
Ｔ
Ｖ
」
で
お
な
じ
み
の
人
間

性
脳
科
学
研
究
所
所
長
澤
口
俊
之

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
県
南

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

８
２
６－

１
１
０
１

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用

す
る
事
業
主
の
方
に
、
雇
い
入
れ

時
の
事
業
主
が
講
じ
る
措
置
内
容

の
説
明
や
、
相
談
の
た
め
の
体
制

の
整
備
等
を
定
め
た
改
正
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
が
、
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
茨
城

労
働
局
雇
用
均
等
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

茨
城
労
働
局
雇
用
均

　

等
室
☎
０
２
９－

２
２
４－

６

　

２
８
８

◇使用機器
　学校：クリアパルス　Ａ２７００
　役場：日立アロカメディカル　ＴＣＳ―１７２Ｂ
◇測定放射線　γ線

（単位：μＳｖ/ｈ）

木原小学校

測定日１２月１５日

測定日１２月１５日

測定日１２月１５日

測定日１２月１５日

測定日１２月１５日

安中小学校

大谷小学校

美浦中学校

美浦村役場

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

０．０７５

０．０６９

０．１００

０．０５７

０．０９５

０．０５４

０．１０１

０．０７３

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高１ｍ）

校舎内

駐車場（地上高１ｍ）

庁舎内

０．１０

０．０９

村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率
村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率

稲
敷
広
域
事
務
組
合
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
受
付

自
宅
を
購
入
す
る
方
に

「
す
ま
い
給
付
金
」を

大
谷
小
学
校
吹
奏
楽
部

第
２３
回
定
期
演
奏
会

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
」
で
す

講
演
会
「
子
ど
も
の
脳

を
い
か
に
育
む
か
」

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
施
行

（１１月１日～３０日）

１１月３０日現在死者ゼロ継続２７３日

発生件数

負傷者数

死者数

３

３

０

年累計
（　３４　）

（　４０　）

（　　１　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
「
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち　

み
ほ
」
の
村
政
運
営
の
先
頭
に
立
ち
、
執
行
部
と
村
議
会
の

総
合
力
を
生
か
し
、
長
い
歴
史
が
育
ん
で
き
た
美
浦
村
の
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
と
も
に

歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
自
然

災
害
は
、
昨
年
も
日
本
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
台
風
、
噴
火
、
地
震
、
積
雪
等
次
々

と
猛
威
を
ふ
る
い
ま
し
た
が
、
災
害
が
い
つ
起
こ
る
か
推
定
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
村
で
は
、

想
定
外
の
有
事
に
も
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
な
る
べ
く
、
予
防
・
防
災
訓
練
等
を
住
民
の
皆
さ
ま

が
参
加
・
体
験
で
き
る
形
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
防
災
意
識
を
高

く
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
速
や
か
に
行
動
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
の
備
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、
こ
れ
ま
で
安
倍
政
権
が
取
り
組
ん
で
き
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
功
を
奏
し
、
一
部
の

企
業
で
給
与
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
等
、
好
転
の
兆
し
が
見
受
け
ら
れ
た
一
方
、
中
小
企
業
や
一
般

家
庭
に
お
け
る
景
況
感
は
改
善
せ
ず
、
さ
ら
に
は
消
費
税
増
税
が
個
人
消
費
の
減
退
を
招
き
、
７
〜

９
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
が
減
と
な
る
等
、
先
行
き
不
透
明
な
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
衆
議
院
解
散
総
選
挙
は
、
こ
の
ま
ま
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
推
進
す
る
か

否
か
を
国
民
に
問
う
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
結
果
は
与
党
の
圧
勝
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
国
民
の
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村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
が
通
常
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
（
祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
前
開
庁
日
）

＊
年
末
年
始
を
除
く

◇
１
月
・
２
月
の
実
施
日
時

　

１
月
１４
日
・
２８
日
、
２
月
１０
日

　

・
２５
日
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
予
約
し
た
も
の
を
、
土
日
・
祝

日
の
役
場
閉
庁
時
に
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

＊
ご
予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書

　

を
受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

　

方
が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労

務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
要
予
約
）

◇
開
催
日　

１
月
２０
日（
火
）午
前

　

１０
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
予
約
・
問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

　

浦
支
店
☎
８
８
５

－

２
９
１
５

　
〔
村
へ
〕

○
木
原
小
学
校
６
年
生
一
同
様

　

１
万
７
６
１
０
円

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
虹
の
里
様　

古
切
手

○
退
職
公
務
員
連
盟
稲
敷
支
部
美

　

浦
班
様　

タ
オ
ル
１
５
０
本
・

　

古
切
手
・
介
護
用
品

○
匿
名
希
望
７
件　

古
切
手
・
使

　

用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
・

　

ひ
な
人
形

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
セ
レ
モ
ニ
ー
博
善
株
式
会
社
様

　

３
万
１
４
９
０
円

○
陶
美
様
（
舟
子
）　

５
０
０
０
円

○
ぐ
る
ー
ぷ
陶
遊
様　

１
万
円

○
匿
名
希
望
１
件　

４
５
０
円

〔
や
ま
ゆ
り
基
金
へ
〕

○
株
式
会
社
平
和
様　

１０
万
円　

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
活
動
内
容　

県
の
主
要
事
業
や

施
設
等
を
取
材
し
て
広
報
紙
で

発
表
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情
報
を

積
極
的
に
発
信
等

◇
任
期　

４
月
上
旬
〜
平
成
２８
年

３
月
３１
日
ま
で
の
約
１
年
間

◇
募
集
人
員　

４
人

◇
応
募
資
格　

県
内
在
住
で
あ
り
、

平
成
２７
年
４
月
１
日
現
在
満
２０

歳
以
上
の
女
性
で
、
公
務
員
や

議
会
議
員
で
な
く
、
平
日
で
も

取
材
先
の
要
望
す
る
日
時
に
応

じ
て
自
分
で
県
内
全
域
を
移
動

し
て
取
材
で
き
る
方

◇
謝
礼　

年
間
６
万
円

◇
応
募
締
切　

２
月
１３
日（
金
）

＊
当
日
消
印
、
送
信
有
効

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
広
報

公
聴
課
県
民
広
報
グ
ル
ー
プ
☎

０
２
９－

３
０
１－

２
１
２
８
、

メ
ー
ル

：k
o
h
o
3
@
p
ref.ib

ara

k
i.lg
.jp

教育相談

＊相談日以外は留守番電話又はＦＡＸで

事前連絡のうえお出かけください

日時 毎週水・木曜日
（電話受付　火～金）
午前９：００～１２：００
午後１：００～３：３０

電話相談 ☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主　　催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊２月２日（月）午前８：３０より申込受付

日時

＊納期限は２月２日（月）です。

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは
ご相談ください（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます（予約不要）

日時

場所

１月１９日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

日時

場所

来所相談 光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付（
電
話
予
約
）

　

善　
　

意

２月２５日（水）
午後１：３０～４：００

２月２日（月）・１６日（月）
午後１：００～３：００

１月２３日（金）
午前１０：００～１２：００
役場１階住民相談室

１月の納税

村 県 民 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

（４期）

（７期）

（７期）

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

常
陽
銀
行
無
料
年
金
相
談

い
ば
ら
き
女
性
特
派

員
募
集



お父さんと一緒に…
  初めてのもちつき上手にできたよ！
　　　　　　　　　　　　( エンジョイ子育てにて )

【開催日時】　２月１４日（土）午前１０時 ～ 正午

議会報告会を開催します議会報告会を開催します

〈平成２６年１２月１日現在の人口と世帯数〉 男８,５３２　女８,１５０　計１６,６８２（前月比ー５７）世帯数６,８０６（前月比ー３８）

広報みほ（№６３４・平成２７年１月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

◇投票区別投票率（小選挙区参照）

投票区

第１ ２，２７６ １，２０１ ５２．７７

第２ ２，５１０ １，２７５ ５０．８０

第３ ２，２１３ １，０１７ ４５．９６

第４ １，４８２ ８００ ５３．９８

第５ １，１７５ ６７８ ５７．７０

第６ ９２１ ５３５ ５８．０９

第７ １，６６７ ６１４ ３６．８３

第８ １，４６３ ７８２ ５３．４５

小計 １３，７０７ ６，９０２ ５０．３５

在外 ４ ０ ０

合計 １３，７１１ ６，９０２ ５５．３４

投票者数
（人）

投票率
（％）

当日有権者数
（人）

第４７回衆議院議員総選挙
◇衆議院小選挙区選出議員選挙　開票結果 （届け出順）

４，４８３票

６６１票
１，５０３票

候補者氏名 候補者氏名得票数 得票数

石井 　 あ き らは な し 康 弘

小　林　きょう子

（届け出順）◇衆議院比例代表選出議員選挙　開票結果

１，５１０票

１５０票７５１票

１，０６７票

１１２票

７０票

政党等名 政党等名得票数 得票数

維 新 の 党

日 本 共 産 党

幸 福 実 現 党

社 会 民 主 党

生 活 の 党

公 明 党

自 由 民 主 党

次 世 代 の 党

民 主 党

茨城県議会議員一般選挙 （届け出順）

４，７５７票

候補者氏名 候補者氏名得票数 得票数

は な し 　 衛 ふ じ た 　 功

平成２６年１２月１４日
執行選挙結果

　美浦村議会は、「村民に信頼される議会」「より身近な議会」「より開かれた

議会」の実現を目指し、議会活性化に向けた取り組みを進めています。

　このたび、最近の村議会の討議内容および議決事件・議会改革の取り組

みをご報告させていただくとともに、広く村民の皆さんの貴重なご意見を

頂戴し議会活動に反映させるため、「議会報告会」を初めて開催します。

　多くの村民の皆さんの参加をお待ちしております。

【議会報告会】

 開催日時　２月１４日（土）午前１０時～正午
 会　　場　美浦村中央公民館大ホール
 参加方法　申し込み不要　＊誰でも参加できます

■問合せ　議会事務局☎８８５－０３４０（内線３０１・３０２）

《議会報告会の概要》

◎平成２６年第４回定例会の報告、質疑及び意見聴取
◎議会改革の取り組みについて（議会基本条例の制定他）
◎議会に関する意見交換

２，５２８票

５１４票

１７票

１，８０２票
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